
Let's  try！
（１）アイデアの整理

①　自分の棚卸を行う
　自分の棚卸を行いましょう。社会人になる前も含めて振り返ることで、自分の強みや
好きなことを改めて認識することができます。
　また、自分の棚卸は、自分だけで考えるよりも他人に経歴などを話してみるほうが、
自分の強みを発見できる確率が高くなります。自分では「大したことない」と思うことでも、
客観的にみると「それってあなたの凄い強みですよ」と評価されることがあります。

小学校時代

中学校時代

高校時代
大学時代

社会人

こんな経験を数多くリストアップしよう

時間を忘れるほど熱中したこと

● テニスの練習
● 天体観測
● ペットの飼育

● プログラミング
● お菓子づくり
● 便利な機械の発明

大きな達成感を感じたこと

● テニスのインカレでベスト８を達成した
● 合唱コンクールで優勝した
● リーダーを務めたプロジェクトが大成功をおさめた

人に感謝されて嬉しかったこと

● 家庭教師先の子どもが志望校に合格し親に感謝された
● 親戚の家の電化製品を修理して喜ばれた
● 仕事を教えた後輩が実力をつけて感謝された

自分の成長を実感できたこと

● 小学校時代にトランペットがメキメキ上達した
● 難易度の高い資格試験に合格した
● 営業成績で社内一になり社長賞をもらった

アイデア
の整理

マーケ
ティング

ビジネス
モデル

チーム
ビルディング経営理念 経営戦略 資金計画 収支計画

時間を忘れるほど熱中したこと
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自分の成長を実感できたこと
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●  自分史から強み・好きなことを発見する
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●  ビジネスのアイデアを分類する

Let's  try！
②　ＷＩＬＬ・ＣＡＮ・ＮＥＥＤで分類し事業を決める
　ビジネスのアイデアを「ＷＩＬＬ」「ＣＡＮ」「ＮＥＥＤ」の観点で分類すると、自分が
やる事業を決めやすくなります。
　「ＷＩＬＬ」とは、自分がやりたいと思っていることや好きなことです。
　「ＣＡＮ」とは、自分が培った経験・スキル・人脈などをもとに「自分だからこそできること」
です。自分ならではの強み（ＵＳＰ：Unique Selling Proposition）を探ることで「ＣＡＮ」
の内容が明確になります。
　「ＮＥＥＤ」とは、人や社会が求めているニーズのことです。顕在的ニーズだけではなく、
潜在的なニーズも考えてみましょう。
　思いついたビジネスのアイデアを、この３つの切り口で分類すると、どれを行うべきか
客観的な分析ができます。最終的に分類されたアイデアの中で、「ＷＩＬＬ」「ＣＡＮ」「Ｎ
ＥＥＤ」のいずれにも該当するものがあれば、それが理想的なビジネスといえます。

【ＷＩＬＬ】やりたいこと
・
・
・

【ＣＡＮ】できること
・
・
・

【ＮＥＥＤ】求められること
・
・
・

３つのいずれにも該当するものが理想的なビジネスです。

【ＷＩＬＬ】
やりたいこと
創業の目的

成し遂げたいこと

【ＣＡＮ】
できること
経験・スキル
人脈など

【ＮＥＥＤ】
求められること
世の中のニーズ

課題

アイデア
の整理

マーケ
ティング

ビジネス
モデル

チーム
ビルディング経営理念 経営戦略 資金計画 収支計画

※P.10を踏まえて記載してみましょう
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